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　市のお金がどのように使われているかなどを

市民の皆さんに理解いただくため、56年度決算

と57年度6月末予算及び執行状況をお知らせし

ます。

　56年度は、厳しい経済8情勢の中でも教育・土

木・福祉を重点に積極的に社会資本の充実と市

民生活の向上につとめた結果100億円を超える決

算となりました。
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六 四 一 他

万
円

三
万
円

六
億
八
、
七
八

一
三
億
七
」

県
支
出
金 繰

一
五
億
二

二 九越 、

八
万
円

六
〇
万
円

六
七
億
○
○
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四
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27．1％ 23．39（ 15．8％ 12．9％ 5．7％ 0．9％ 14．3％

市債の状況
　　　　　　（総額66億4959万円）

土木簾
28億酪3断円

財政対策費
工億65総薄円

　民盤儀
霊億御55万駕

辺地籏

4億9395万罵

　総務債

2億171露周

　教育債
饗の億9915万円

　衛生儀
馨億霧⑧万円

輩
曝
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藩
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円
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総
億
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4

災害債

臆脚1ヲ鋼

　その他
護億6窪82ヲ粥 6042五鶏減収

　　　補てん債

市税の状況

固定資産税

8億5695万円

　　34．5％

市民税

12億

2357万円
49．3％

市有財産の状況（57．331現在）

●土地 12，4認．玉25鍵

　（うち山林11，467，858㎡）

●建物　128，651㎡

●現金預金（一般会計〉

　　　　懸億麗認万円

●学校墓金

　市有地
　借　　・地

●土地開、発墓塗

　ま　　地

　麗金預金

欝8，器4耀

玉48，β霧碧耀

23，窃盤㎡

　　　　　ド
工億嚢0磁藏購

特　別

簡易水道

3億2541万円

3億2405万円

　　136万円

計会

国民健康保険

入
出
引

歳
歳
差

下水道事業

歳入29億5972万円
歳出29億5587万円
差引　’　385万円

歳入18億2438万円
歳出18億2438万円
差引　　　　0

診　療　所

入
出
引

歳
歳
差

2241万円

2241万円

　0

来年春の供用開始をめざす下水道終末処理場
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　　　改築なった鐙島保育所の子供たち

　　．欝織i麟、縷灘鞭灘、繋

総務費

市庁舎委員会室改造工事ほか　　　　　1，454万円

西部会館建設工事　　　　　　　　　　2，500万円

ふるさと会館ほか建設工事　　　　　　3，600万円

路面標示工事ほか　　　　　　　　　　’1，119万円

冬季孤立集落機能維持整備事業　　　　2，208万円

民生費

老人福祉センター外構工事ほか　　　　450万円

鐙島保育所建設工事　　　　　　　　　7，434万円

衛生費

患者輸送用雪上車購入　　　　　　　　720万円

農林水産業費

県農林水産業総合振興事業　　　　　　1，900万円

地域農業生産総合振興対策事業補助金2，620万円

市単土地改良事業補助金　　　　　　　2，687万円

森林公園造成工事ほか　　　　　　　4，702万円

第二次林業構造改善事業　　　　　　　5，269万円

商工費

地場産業振興センター建設補助金　1億3，285万円

土木費

道路新設改良舗装工事　　　　　　7億2，376万円

・一タリー除雪車購入

消雪パイプ布設工事ほか

河川改修工事

街路整備事業

公園整備工事ほか

市営住宅関係工事

教育費

川治小校舎屋体改築

水沢小校舎改築

南中校舎屋体増改築

下条中校舎増改築

教員住宅建設（枯木又、八箇）

岩野山運動広場造成

災害復旧費

農林災害復旧工事

土木災害復旧工事

文教体育施設災害復旧工事

　　　　　　　　　　照蝋　　　　　　　　　　㍑
　　　　　　　　　　懸煽

　2，127万円

1億4，454万円

　3，932万円

　1，749万円

　5，293万円

　2，876万円

3億8，086万円

3億2，250万円

3億0，753万円

3億3，037万円

　1，810万円

　2，930万円

1億0，892万円

　9，945万円

　2，459万円

地場産業振興センター建設進む
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五

市民1人あたりのおもな歳出
　　　　　　　　　　人口は57．3。3玉現在49，494人

総務費　　　民生費
輿，479円　　34，091円

交通筆黛雪害
対策、庁舎管理

広報、選挙

消防費
　5，725円

ぼヂ　　全ゾ

追．

　c．＿　Icゴ

水
組

、
務

災
事

防
域

、
広

防
、

消
防
合

　　　1》）

老人、児童福祉

生活保護、保育

所、国民年金

土木費　　　教育費
37，961円　厄　　　　　53，561円

　　　ノ

道路、橋梁、除

雪、河州、都市

計画．住宅

農林水達業費　　衛生費

　10，193円　　　　12，446円

煽ρ　鞭
憲ざド勲、ぐ轟繍

農業振興、畜産　保健衛生、公害

苗場山麓開発、　対策、公園管理、

林業、水産、国調　環境衛生、清掃費

小学校、中学校

社会教育、保健

体育、学校給食

’

商工費
14，933円

で
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商工業振興、観

光、消費者行政

工場誘致

T
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目的別歳出予算
☆予算総額　　102億6247万円

◇割合100％
◎市民1人当たり207，692円
　　　（57年6月末人口で計算）
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円

緊
繭
　
万
円
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務
臆
囎
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』
総
☆
◇
◎

虜
．

婆
農林水産業費

☆4億
　9584万円
◇4。8％

◎10，035円』

麟恥
衛　生　費

☆6億
　1188万円
◇6．0％
◎12，383円

土　木　費
☆玉9億

　45雛万円
◇18。9％
◎39，3難円

　ロロロロリ

鴇轟熊’

教　育　費
☆21億

　5027万周
◇20．9％
◎43，517円

8毅
そ　の　他
☆4億
　7948万円
◇4．7％

◎9，704円

商　ヱ　費
☆8億．

　78のo万周
◇8．6％
◎17，P769Fq

費
　
円

　
　
万
　
円

　
　
6
8
％
66

防
億
4
諭
講

　
黛
》
　
　
3
《
○

欝
☆
　
◇
◎

喧
噂
ノ

－勲

公　債　費
☆8億
　20碑万円
◇8、0％
◎16，609円

6
月
末
予
算
及

ま兄び〈一般会計〉

O
億
九
、
七
八
九
万
円

（
執
行
率
二
〇
．
四
％

ハ
億
四
、
五
六
四
万
円

（
収
入
率
二
五
・
八
％
〕

〈公共事業執行状況〉

◆6月末予算　54億2803万円

囹執行済額　37億6425万円
　　　　　（執行率　69．3％）

　⑳　⑱
　　普通建設事業

補助事業◆33億1014万円

　　囹27億9413万円（84．4％）

単独事業◆18億8730万円

　　囹9億1792万円（48．6％）

　　災害復旧事業

補助事業◆2億3059万円

　　囹　　5220万円（22．6％）

歳入予算

総額

102億6247万円

市税の内訳

　
そ
の
他

　
　
竃
織

円
　
　
　
こ
税

砺
　
－
ば
費

概
　
　
た
消

聴
ε

1億7277万円
　6．7％

固定資産税

1億816万円
4．2％

　鵜難轡
難纏灘灘簾灘市民税

　　　　12億5198万円
　　　　　48．7％

9億1003万円

35．4％

下水道事業

算
入
出
引

予
歳
歳
差

29億8300万円

5億2438万円

4億2859万円

　9579万円

直営診療所

算
入
出
引

予
歳
歳
差

2306万円

　157万円

　498万円

△341万円

簡易水道 国民健康保険

算
入
出
引

予
歳
歳
差

lu

3億1421万円

　2438万円

　1748万円

　690万円

算
入
出
引

予
歳
歳
差

19億9335万円

3億5437万円

2億1248万円

1億4189万円
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＋
日
町
市
川
西
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
生
施
設
組
合

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
は
、
十
日
町
市
と
川
西
町
が
共
同
で
運
営

し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
で
、
ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
、
火
葬
場
の
管
理
、
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
代
町
の
委
託
処
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　　　　56年度決算
使用料・手数料

1638万円

ag％　曳　鵬円
　2100万円　　慮し　　　1・2％

　　　5．0％　　　　　　　　　分担金及び

　　　　　　　　　　　　　　負担金
　　　　　　”圭　1　”　　　3億7491万円
　　　　　　　　　　　　　89．9％

＼｛槽壽・億1翻ノ

組合債の状況

■ごみ処理施設

　　1億1197万円

■し尿処理施設

　　3億1314万円

■埋立地施設
　　　　880万円
■清掃運搬施設

　　　1059万円

455万円

　
　
％

費
円
1

会
万
α

議
4
4

繰越金

！　公債費

7909万円
　19．2％

57年度6月末予算執行状況

　　　　　　　　　　　　　　　　総務管理費　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　1億2020万円
し尿処理費
　　　　　　　　　．　　　　　　　29．1％
8639万円　　　　”＝　　　9’
　20．9％
　　　　　　・じんあい　　　　火葬場費

　　　　　　　処理費　　　 443万円

　　　　　　1億2200万円29．6％　1・1％

支
輩
調
五
万
円
國

収
鎗
三
万
円
回

六
月
末
予
算

　
四
億
五
五
一
万
円

当
初
予
算

　
四
億
五
五
一
万
円

霧谷埋立地

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中

里
村
が
資
金
を
出
し
あ
っ
て
運
営
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
で
す
。

　
四
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
、
広
域
的
な
消
防
体
制
、
と
畜
場
、
総
合

福
祉
．
ゼ
ン
タ
i
（
御
陣
荘
）
の
各
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
郡
市
八
万
住

民
の
安
定
し
た
く
ら
し
を
守
る
仕
事
を
、
一
手
に
に
な
っ
て
い
ま
す
。

56年度決算
＝計会般一＝

歳出5億7694万円 歳入5億8967万円

消
　
防
　
費
　
五
億
四
、
三
八
四
万
円

常備消防費
　3億5332万円

　　　　61，4％

繰
越
金
一
ご
一
七
三
万
円

分
担
金
及
び
負
担
金
五
億
五
』
ノ
￥
五
〇
万
円

十日町市
2億7434万円

　　　46．5％

川　西　町

　9115万円　15．5％

非常備消防費
1億792万円　18．7％

津　南　町

1億2424万円　21．1％

消防施設費
　　　

　　　｝　　一

　8260万円　14．3％
中　里　村

　6677万円　11．3％
公債費　1785万円　3．1％

国庫支出金1925万円3．3％
その他　1525万円　2．6％

子　　σ）　　4物　12qクフ〒Fq　ク　2％

＿辮慧組合債の状況
　138件　　出■消防互舎9076万円
繭凶熱・聯動：継麺311罪
215件　　　　　678件　ヲ犬■と　畜　場1億3894万円

　　　　　　　　況計2億6772万円

他1392万円2．3％の

二特別会計二
（単位：万円）

会計名 歳　　入 歳　　出 差引繰越

総合福祉センター 2，939 2，730 209
と　畜場事業 3，739 3，098 641

計 6，678 5，828 850

　覇蜂蕪．載、幽霧嚢i，蕎隔・、・耀

と畜場利用状況

萎般糞諦
一糠

『蕪澱篇鎌i
．盤雛雛
・譲㌧藻纈
難　『鞭、灘．．鷲

回歯

6
月
末
予
算

　
六
億
一
、
七
七
四
万
円

当
初
予
算

　
六
億
［
、
七
七
四
万
円

484頭

会計名 当初予算 収入済額 支出済額

総合福祉
センター

1，978 1，086 179

と畜場
事　　業

3，011 1，601 302

計 4，989 2，687 481

麟
その他　　　、　　　　　　、
．826頭　合計
　　　　　　　一　十日町市
　　　　7，642頭

融頭門

　御陣荘利用状況
その他

504人
　　　　　　　　川西町
　　　　　　　　　85人

　　　　　　　　　中里村
十日町市　　　　　　318人

596人　合計

　　　　11，771人

津南町

10，268人
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欝鱗辮粍寂、

、
．
ー
鑓

曳
、
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氏1
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・
・
、
、

　
」
ー
、
、
、
、
ー
．
し
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
ー
．
．
　
　
成
談

ー
嬬
ー
駄
、
、
も
“
、
育
座

二
十
一
世
紀
に
生
き
る

　
　
　
　
　
夢
と
理
想
を

饗
“
べ
、
轡

“

、

｝
少
と

青
人

一
の

テ
校

市
長
　
今
目
、
出
席
し
て
く
れ
た
中

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
二
十
一
世
紀
を

担
っ
て
ゆ
く
人
達
で
す
。
現
在
の
十

日
町
市
に
対
し
て
考
え
て
い
る
こ
と

と
同
時
に
、
二
十
一
世
紀
を
ど
う
生

き
て
ゆ
く
か
と
い
う
夢
や
理
想
を
大

い
に
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

司
会
（
松
岡
）
　
そ
れ
で
は
、
何
で

も
市
長
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

羽
鳥
（
南
中
）
　
い
つ
市
長
だ
と
思

い
、
い
つ
思
わ
な
い
の
で
す
か
。

、子ども会

いる皆さん

いて考えま

学生との座

員
取
年
た

会
こ
少
れ

￥
題
担
め

兄
問
を
初

…　8月の市民と

≡　前半は、市内

圭小・中・高校の

≡　一ツ関係者など

≡参加して、十日

圭　その中から、

≡とりあげてみま

市
長
　
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
市
長
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
子
供
た

ち
と
ス
キ
ー
や
海
に
行
っ
た
時
に
個

人
に
か
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
。

高
野
（
水
沢
中
）
　
明
治
大
学
の
応

援
団
長
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
自
分

で
希
望
し
た
の
で
す
か
。
応
援
す
る

の
は
恥
ず
か
し
く
な
か
っ
た
で
す
か
。

市
長
　
一
年
生
の
時
に
七
十
人
ぐ
ら

い
一
緒
に
応
援
団
に
入
っ
た
人
が
、

卒
業
す
る
時
に
は
七
～
八
人
に
な
っ

者席出
中
昭
太
貴
正

　
　
町

日
瓶
嶋
坂
池
条
田
海
口
　
　
　
　
　
田
田
野
口
条
越
口
口
沢
野
山
沢
会

十
二
大
保
小
中
岩
小
樋
南
羽
高
上
柳
吉
太
小
関
下
生
山
山
水
高
村
金
司

瓶　昭夫（生徒会長）

嶋　太郎（生徒会副会長）

坂　貴子（生徒会副会長）

池　正美（生徒会本部員）

条中

田　信之（生徒会長）

海正哉（生徒会副会長）
口志津子（生徒会副会長）

　中　　。

鳥富男（生徒会長）
橋　保（生徒会副会長）
原　由加（生徒会副会長）

　　正江（生徒会本部員）

田中

田　健介（生徒会長）

野塚幸子（生徒会副会長）

口　多恵（生徒会本部員）

条中

越　勉（生徒会長）
口　有子（生徒会本部員）

口　照美（生徒会議長）

沢中

野　篤典（生徒会長）

山　　広（生徒会副会長）

沢あずさ（生徒会副会長）

会　松岡　中庸
　　（指導管理主事）

て
し
ま
う
ほ
ど
大
変
厳
し
い
世
界
で

し
た
。

　
母
校
を
応
援
す
る
こ
と
は
誇
り
で

あ
り
、
一
度
も
恥
ず
か
し
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長
に
な
る
前

　
　
　
と
今
は
？

太
田
（
吉
田
中
）
　
ど
う
し
て
市
長

に
な
ろ
う
と
思
つ
た
の
で
す
か
。

市
長
　
君
達
ぐ
ら
い
の
時
か
ら
将
来

は
政
治
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

岩
田
（
中
条
中
）
　
な
る
前
と
な
っ

て
か
ら
は
ど
う
で
す
か
。

市
長
　
市
長
は
余
程
頭
を
使
わ
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
た
が
、
ま
ず
健
康

が
第
一
。
知
識
は
そ
ん
な
に
深
く
な

く
と
も
広
く
も
っ
て
い
な
い
と
対
応

で
き
ま
せ
ん
。
リ
ー
ダ
ー
に
は
次
の

四
つ
の
事
が
必
要
で
す
。
使
命
感
を

持
つ
こ
と
、
私
欲
を
捨
て
で
公
の
た

め
に
や
る
こ
と
、
人
か
ら
信
頼
さ
れ
、

る
に
た
る
だ
け
の
人
格
を
磨
き
徳
を

つ
む
こ
と
、
そ
し
て
、
目
先
の
こ
と

よ
り
も
将
来
の
こ
と
を
考
え
た
ロ
マ

ン
を
持
っ
た
決
断
を
す
る
こ
と
で
す
。

司
会
　
十
日
町
市
で
は
、
現
在
、
約

百
億
円
の
予
算
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
が
、
生
徒
の
立
場
か
ら
市
政
に
要

望
し
た
い
こ
と
は
。

保
坂
（
十
中
）
　
十
中
で
も
交
通
事

故
が
起
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
安
全

対
策
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て

も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

、
市
民
部
長
　
現
場
を
見
て
、
つ
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

金
沢
（
水
沢
中
）
　
冬
期
間
の
通
学

の
と
き
、
消
雪
パ
イ
プ
の
水
で
ビ
シ

ョ
ビ
シ
ョ
に
な
る
。
通
学
中
ぐ
ら
い

は
水
を
止
め
ら
れ
な
い
の
で
す
か
。

建
設
部
長
　
積
も
っ
て
し
ま
う
と
消

え
な
く
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
道

路
を
広
く
良
く
す
る
こ
と
で
す
。

市
長
　
来
年
か
ら
土
市
地
内
の
一
一

七
号
線
の
改
良
を
す
る
予
定
で
す
。

き
も
の
以
外
の

　
　
産
業
も

上
原
（
南
中
）
　
大
学
に
行
っ
て
も

地
元
に
仕
事
が
な
い
。
き
も
の
、
以
外

の
産
業
が
考
え
ら
れ
な
い
で
す
か
。

市
長
　
き
も
の
産
業
は
十
旧
町
の
宝

物
で
す
。
そ
れ
に
磨
き
を
か
け
る
と

と
も
に
、
高
速
時
代
を
迎
え
て
、
観
光

開
発
な
ど
十
日
町
市
を
訪
れ
る
人
を

多
く
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
新
し
い
仕
事
も
生
ま
れ
ま
す
。

山
ロ
（
下
条
中
）
　
も
う
一
つ
高
校

を
造
れ
な
い
で
す
か
。

市
長
　
高
校
を
造
れ
ば
い
い
の
か
ど

う
か
は
別
と
し
て
、
将
来
の
十
目
町

に
は
専
門
学
校
な
ど
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
ロ
（
吉
田
中
）
　
十
目
町
病
院
前

バ
ス
停
に
椅
子
を
置
い
て
く
だ
さ
い
。

経
済
部
長
　
私
達
が
気
の
つ
か
な
い

と
こ
ろ
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
。
考

え
て
み
ま
す
。

村
山
（
水
沢
中
）
　
県
大
会
に
行
っ

て
他
の
所
は
レ
ベ
ル
が
高
い
と
感
じ

た
。
少
さ
い
時
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
教
室

な
ど
で
底
辺
の
拡
大
が
で
き
な
い
か
。

市
長
　
学
校
側
と
体
育
協
会
側
と
、

ど
う
す
れ
ば
強
く
な
る
か
を
考
え
て

も
ら
う
機
会
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

市
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に

は
力
を
入
れ
て
い
て
、
来
年
度
か
ら

第
二
体
育
館
を
建
設
し
ま
す
よ
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
徒
会
の
活
力
に

司
会
　
そ
れ
で
は
、
次
に
、
生
徒
会

な
ど
の
活
動
で
、
健
全
な
青
少
年
を

め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
や
考

え
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

二
瓶
（
十
中
）
　
十
中
で
は
空
カ
ン

回
収
を
し
て
い
る
。
決
め
た
日
に
各

自
が
家
に
あ
る
空
か
ん
を
持
ち
よ
っ

交通安全8月のキャンペーン

て
く
る
も
の
で
、
こ
の
事
業
を
始
め

て
か
ら
街
の
中
に
落
ち
て
い
る
カ
ン

を
拾
う
の
も
イ
ヤ
で
な
く
な
っ
た
。

こ
の
輪
を
も
っ
と
広
げ
た
い
。

柳
（
南
中
）
　
南
中
で
も
廃
品
回
収

を
し
て
い
る
。
部
活
動
の
中
で
空
カ

ン
を
集
め
た
ら
け
っ
こ
う
集
ま
っ
た

し
、
街
も
き
れ
い
に
な
っ
た
。

生
越
（
下
条
中
）
　
生
徒
会
で
一
円

玉
を
集
め
る
運
動
を
し
た
ら
二
百
十

三
名
で
約
一
万
五
千
円
に
な
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
生
徒
会
の
活

力
に
も
な
る
。

太
田
（
吉
田
中
）
　
春
は
山
菜
と
り

を
し
て
、
山
菜
を
味
わ
う
会
で
販
売

し
、
夏
に
は
薬
草
採
収
を
し
て
い
る
．

薬
草
を
集
め
る
こ
と
で
自
然
を
愛
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
羽
鳥
（
南
中
）
　
南
中
は
、
生
徒
数

が
郡
市
内
で
一
番
多
い
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
生
徒
が
い
る
。
ど
う
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
く
な
る
時
が
あ
る
。

市
長
　
昔
も
今
も
良
く
な
い
生
徒
は

い
た
が
、
今
み
た
い
に
、
集
団
的
に
や

る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

人
を
リ
ー
ド
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
人

は
正
義
を
行
う
の
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
し

て
は
な
ら
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す

れ
ば
そ
れ
を
す
る
本
当
の
勇
気
が
な

い
か
ら
だ
。

小
野
塚
（
吉
田
中
）
　
挨
拶
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
学
校
全
体
が
ま
と
ま

っ
て
き
た
。

市
長
　
人
の
礼
儀
の
原
点
は
挨
拶
を

す
る
こ
と
で
す
。
吉
田
地
区
で
は
、

地
域
の
人
達
と
公
民
館
な
ど
が
中
心

に
な
っ
て
挨
拶
運
動
を
し
て
成
果
を

あ
げ
て
い
る
の
を
聞
い
て
い
ま
す
。

雪
を
活
用
し
て

司
会
　
最
後
に
、
君
た
ち
が
住
む
十

日
町
市
の
将
来
に
望
む
こ
と
を
。

高
野
（
水
沢
中
）
　
十
日
町
市
に
住

む
こ
と
は
雪
と
の
闘
い
だ
が
、
こ
れ

か
ら
は
雪
と
仲
良
く
し
て
ゆ
き
た
い
。

高
橋
（
南
中
）
　
雪
を
利
用
し
た
産

業
を
。

生
越
（
下
条
中
）
　
下
条
中
で
も
雪

ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
る
が
期
間
が

短
か
い
。
雪
像
の
保
存
の
問
題
も
あ

る
だ
ろ
う
が
伸
ば
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長
　
雪
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

家
の
中
に
と
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
解

決
に
は
な
ら
な
い
。
地
域
格
差
を
な

く
す
た
め
に
は
雪
と
闘
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
雪
は
害
を
及
ぼ
す
と
同

時
に
、
ス
キ
ー
場
や
電
気
、
水
資
源

と
し
て
大
き
な
恵
み
も
も
た
ら
す
。

当
間
山
の
ス
キ
ー
場
開
発
な
ど
、
資

源
と
し
て
大
い
に
活
用
し
た
い
。

　
今
日
は
、
今
す
ぐ
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
か
ら
将
来
に
わ
た
る

も
の
ま
で
多
彩
な
意
見
を
聞
か
せ
て

も
ら
っ
た
。
建
物
な
ど
施
設
を
つ
く

る
の
は
、
市
も
一
生
懸
命
や
る
の
で
、

で
き
た
建
物
に
魂
を
入
れ
る
の
は
君

達
な
の
だ
か
ら
素
晴
ら
し
い
学
校
と

伝
統
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

．
岡
岡
岡
図
岡
図
N
岡
岡
瞬
岡
岡
N
凶
岡
岡
岡
岡
N
岡
岡
9
6
M
門
岡
岡
岡
図
図
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
図
N
岡
岡
N
岡
図
岡
岡
囲
N
岡
図
岡
岡
図
図
國
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
N
圓
岡
岡
図
岡
図
岡
岡
図
岡
岡
図
N
岡
岡
岡
岡
囲
図
岡
図
岡
岡
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岡
岡
岡
岡
岡
N
岡
岡
岡
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岡
岡
岡
岡

～いねむり　わき見運転は

　　　　やめましょう～

　8月は、暑さと休暇を利用した長距離運転

で、いねむり、わき見運転が原因による死亡

や重傷事故が多発します。

◎長距離運転では1時間に1度の休憩を

◎旅行のスケジュールは余裕をもって

7月の事故発生状況
発生件数 死者数 傷者数

十目町市 10件 0名 10名

川西町 4件 0名 6名

津南町 2件 0名 2名

中里村 0件 0名 0名

郡市村 16件 0名 18名

夏の交通安全運動実施中

　
0

ノ
。
◇
●

繋籔足醗線ぽ萢険難雛獅ぽ雛

一8月は電気使用安全月間一

　　　　　　　　　　　8月21日（土）～9月5日（日）

展示戸数　10戸
分譲価額　1，100万円台～1，600万円台

融資　・住宅金融公庫…690万円まで年利5．5％、最長25年
　　　・公社補足立替…500万円まで年利4．5％、最長20年
　　　・公社特別立替…250万円まで年利8．0％、最長20年
　　　・自己資金…100万円台から

お問い合わせ　建設課建築住宅係へ

上原団地住宅分譲予定価額　（建物はいずれも木造2階建）

展示区画
番　　　号

建 土　　地
面　　積 分譲価額延面積 価　　　　額

1 97．41㎡ 10，715，090円 288．36㎡ 14，051，703円

2 105．16 9，770，889 314．13 13，405，681

3 105．75 9，070，695 293．55 12，467，362

4 102．44 9，017，650 212．50 11，476，487

5 133．86 12，104，869 217．97 14，626，999

6 141．31 13，080，897 287．40 16，406，402

7 106．24 9，611，754 288．86 12，954，153

8 98．37 9，548，100 290．55 12，910，054

9 92．16 8，847，906 289．23 12，194，586

10 94．64 9，123，740 302．80 12，627，438

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
輪
を
広
げ
よ
う
ー

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
開
催

撫1室窒

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
㌧
フ
や
個
人
の
拠
点
と

な
る
ビ
ュ
ー
・
ー
（
事
務
局
）
の
設

立
を
め
ざ
し
て
、
七
月
二
十
四
日
と

八
月
一
日
の
両
日
、
延
約
百
人
が
参

加
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ビ
ュ
ー
・
1
の
必
要

性
を
確
認
し
あ
い
、
今
後
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
や
話
し
あ
い
を
も

ち
な
が
ら
今
年
度
中
に
設
立
の
呼
び

か
け
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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老
齢
化
社
会
と

　
　
若
者
流
出

　
老
齢
化
社
会
の
到
来
と
言
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
●

久
し
い
昨
今
で
す
が
、
と
り
わ
け
新

潟
県
に
お
い
て
は
そ
の
傾
向
が
著
し

く
、
我
が
十
日
町
市
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昭
和
五
十
五
年
の
国
勢

調
査
で
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
全
人

口
に
占
め
る
割
合
は
、
十
目
町
市
が

十
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
新
潟
県
が

十
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
と
も
に
全

国
の
九
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
地
域
的
な
問
題
と
し
て
は
、

十
五
～
二
十
四
歳
に
か
け
た
若
者
の

流
出
の
多
さ
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
昭

和
五
十
年
国
勢
調
査
時
点
で
、
七
、

四
五
三
人
を
数
え
た
こ
の
年
代
の
人

達
も
五
十
五
年
に
は
五
、
四
六
八
人

と
約
二
千
人
が
転
出
し
た
こ
と
に
な

り
、
こ
の
こ
と
が
十
日
町
の
人
口
増

加
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
大
き
な

要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
人
ロ
ピ
ラ
ミ
ツ
ド
（
五
歳
階
級
）

　
扁
　
　
　
　
　
　
5
8
5
8
』

　
働
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▼地区別人ロおよび世帯数

…
」
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－
I
　
I
l
ー
し

：
匹
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酢
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恥

『
謄
ー
1
』

（女）

2，000人

区名 世帯数
人　　　　　口 50年に対する増減（△）数

総数 男 女 世帯数 人　　口

総　数 12，516 49，555 24，202 25，353 202 △　　656

十日町 3，600 12，811 6，087 6，724 △　64 △1，037

中　条 2，735 11，228 5，589 5，639 170 216

川　治 2，441 9，216 4，432 4，784 35 224

六　箇 217 970 488 482 △　15 △　　　28

吉　田 893 3，903 1，952 1，951 △　21 △　　157

下　条 982 4，329 2，153 2，176 17 △　　　45

水　沢 1，648 7，Q98 3，501 3，597 80 171
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　　　昭和

　　　35年

産
業
構
造
は

　
　
　
　
二
次
か
ら
三
次
産
業

　
昭
和
五
十
五
年
の
十
五
歳
以
上
人

口
三
七
、
五
四
八
人
の
う
ち
、
就
業

者
は
二
六
、
二
二
五
人
、
完
全
失
業
者

は
三
六
三
人
、
こ
の
両
者
を
合
計
し

た
労
働
力
人
口
は
二
六
、
七
九
八
人

で
十
五
歳
以
上
人
口
中
に
占
め
る
割

合
（
労
働
力
比
率
）
は
七
十
一
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
こ
の
割

合
は
前
回
調
査
よ
り
二
・
四
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
ま
し
た
。

　
産
業
別
就
業
者
数
を
前
回
と
比
較

し
て
み
る
と
、
、
総
数
で
一
、
六
四
五

人
（
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
減
少
し

能叫

　
　
『

難
　
　
　
　
驚

分
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
2
0

▼産業別15歳以上就業者数

昭和45年
就業者数
28，977人

（100．0％）

農業8，296人
林業　　　9人
漁業　　　5人

鉱　業　　　91人
建設業　　1，570人
製造業　11，162人

卸小売業3，372人　電気ガス水道業129人

金融保険業251人　サービス業　3，032人

不動産業　　37人　公　　務　　　　456人

運輸通信業563人

iiii　第1次産業
　8，310人（28．7％）

　　甲．・．・ら’、’．※・’・

　　・第2次産業
1購12，823人（44．2％） 第3次産業

7，840人（27．1％）

雪
　　　　’

　　　’

　　’

　’

’

’

　　　　　　ノ

　　　　　！

　　　ノ

　　ノ

　’

’
’

昭和50年
就業者数
27，780人
（100．0％）

農業5，743人
林業　　12人
漁業　　4人

鉱　業　　　111人
建設業　2，131人
製造業10，849人

卸小売業3，998人　電気ガス水道業133人

金融保険業302人　サービス業　　3，414人

不動産業　　28人　公　　務　　　　486人

運輸通信業549人

第1次産業
5，759人Z
（20．7％）

．麓を茨産業碑
誓13，091人（47，、1％）濃

　　　1『』写一　『

第3次産業
8，910人（32．1％）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

て
い
ま
す
．
第
一
、
二
次
産
業
と
も

に
一
、
二
四
五
人
（
二
十
一
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
）
、
一
、
三
一
八
人
（
十
・

○
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
減
少
と
な
り
、

基
幹
産
業
の
農
業
、
製
造
業
の
減
少

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
第
三

次
産
業
は
九
二
六
人
（
十
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
）
増
加
し
、
卸
、
小
売
業
を

は
じ
め
大
半
の
産
業
が
安
定
的
な
伸

び
を
示
し
て
い
ま
す
。

※
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
市
総
務
課
（
盈
七
ー
三
二
一

番
内
線
二
三
五
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
痢

　
　
　
　
　
驚

　
　
　
　
　
分
5

　　　　　’

　　　　’

　　　’

　　　’

　　’

　’

’

　　　　’

　　　’

　　’

　’

’

昭和55年
就業者数
26，135人

（100．0％）

農業4，497人
林業　　13人
漁業　　4人

鉱　業　　　171人
建設業　2，677人
製造業　8，932人

卸小売業4，465人　電気ガス水道業147人

金融保険業3駆人サービス業　3，736人

不動産業　　24人　公　　務　　　471人

運輸通信業635人

第1次産業1
4，514人冤
（17．3％）

　　躍第’2茨崖繋　縄櫃
腔凝其，．7呂q人（45，．1％〉蒙、 第3次産業

9836人（37・6％）霞
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県
営
ほ
場
整
備
事
業
着
工

　
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
苗
場
下

段
地
区
の
県
営
圃
場
整
備
事
業
の
鍬

入
れ
式
が
七
月
十
九
目
・
市
之
沢
工

区
で
行
わ
れ
、
続
い
て
八
月
一
日
に

は
、
水
沢
小
体
育
館
で
着
工
祝
賀
会

が
開
か
れ
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
津
南
町
、
中
里
村
、
十
日
町
市
を

流
れ
る
信
濃
川
の
右
岸
一
帯
を
苗
場

山
ろ
く
地
域
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
地
域
に
は
、
農
用
地
と
し
て
開

発
可
能
な
土
地
が
約
千
診
あ
り
ま
す
．

こ
の
中
か
ら
、
川
治
川
の
左
岸
か
ら

水
沢
川
の
右
岸
ま
で
の
水
田
地
帯
の

う
ち
、
三
百
五
十
七
秒
を
受
益
地
と

し
て
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
し

よ
う
と
す
る
の
が
、
苗
場
下
段
県
営

圃
場
整
備
事
業
で
す
。

着
工
に
な
る
ま
で

　
こ
の
苗
場
下
段
地
区
は
、
初
め
国

営
苗
場
開
発
計
画
の
中
で
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
国
営
事
業
と
し
て

の
着
工
条
件
が
整
わ
な
い
こ
と
か
ら

水
田
圃
場
整
備
の
遅
れ
を
心
配
す
る

声
が
地
元
で
高
ま
り
、
昭
和
五
十
三

年
に
下
段
の
水
田
地
帯
を
国
営
か
ら

分
離
し
、
県
営
と
し
て
の
準
備
を
進

鍬入れ式（7月19日・市之沢工区）

め
て
き
ま
し
た
。

　
五
十
六
年
十
一
月
に
事
業
計
画
概

要
を
作
成
し
、
そ
の
後
、
法
定
同
意

に
取
組
み
、
関
係
受
益
者
の
賛
成
が

九
十
幹
を
超
え
た
時
点
で
施
行
申
請

■
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
入
り
、
事
業
が
正
式
に

採
択
に
な
り
、
十
七
工
区
の
う
ち
、

市
之
沢
工
区
と
土
市
川
原
工
区
で
事

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
．

事
業
の
概
要

事
業
計
画
地
域
は
、
水
沢
か
ら
川

．
雛
謹
蟹
霧
愚
陰
露
欝
瞬
奮
駆

着工祝賀会（8月1日・水沢小体育館）

治
に
い
た
る
未
整
備
田
を
中
心
と
す

る
十
七
の
団
地
で
、
受
益
戸
数
は
七

百
四
十
九
戸
で
す
。
計
画
面
積
の
三

百
五
十
七
診
の
内
訳
は
、
水
田
二
百

五
十
七
診
、
畑
十
四
診
、
道
水
路
な

ど
六
十
六
診
で
す
。

　
事
業
費
は
、
整
地
、
道
路
、
用
排

水
路
、
暗
き
ょ
排
水
工
事
費
な
ど
約

二
十
五
億
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

着
工
祝
賀
会

　
今
月
一
日
に
行
わ
れ
た
着
工
祝
賀

会
に
は
、
関
副
知
事
、
木
島
、
白
川

高
鳥
（
代
理
）
の
各
代
議
士
、
弥
津
、

須
藤
の
両
県
議
、
を
は
じ
め
、
地
元

関
係
者
二
百
八
十
人
が
出
席
し
事
業

の
着
工
を
祝
い
ま
し
た
。

　
来
賓
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
皆
さ

ん
は
口
を
そ
ろ
え
て
「
今
日
の
農
業

は
、
貿
易
摩
擦
の
あ
お
り
を
受
け
て

厳
し
い
試
練
の
中
に
あ
る
。
特
に
米

価
は
、
国
際
価
格
の
三
倍
と
い
わ
れ

経
済
界
な
ど
の
集
中
攻
撃
を
受
け
て

い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反
論
は
勿
論

あ
る
が
、
一
人
農
業
だ
け
が
生
産
性

の
向
上
に
努
力
し
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
く
な
っ
て
き
た
。
基
盤
整
備
を

実
施
し
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
い
営
農

を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
苗
場
下
段
圃
場
整
備
事
業
は
、
十

目
町
市
が
取
り
組
む
初
め
て
の
大
規

模
基
盤
整
備
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
が
「
子
孫
千
年
の
宝
」

と
な
り
、
遅
れ
て
い
る
十
日
町
市
の

圃
場
整
備
の
推
進
力
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
シ
ポ
シ
ポ
き
シ
ド
き
き
シ
レ
き
タ
ポ
シ
き
き
ヒ
ヒ
サ
ヒ
シ
き
ド
わ
ト

砧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

砧蒙嚢欝
欝

皿
．
ξ
、
ミ

勢

錦
ー
ス
　
シ
ー
ズ
嘗

カ
ラ
ロ
の
お
嬢
ε
ん

紬晶砧鵡“払繍鵡鵡結“貼
　
今
月
の
バ
ー
ス
カ
ラ
ー
の
お
嬢
さ

払
ん
は
、
三
十
二
年
八
月
生
ま
れ
の
富

“
沢
留
美
子
さ
ん
。

納“
　
富
沢
さ
ん
の
誕
生
色
は
、
　
「
ゆ
め

鵡
み
ひ
る
が
お
（
夢
見
昼
顔
）
」
．

結
　
夏
の
あ
ざ
や
か
さ
に
映
え
る
朝
顔

鵡鵡
や
昼
顔
の
生
き
生
き
し
た
美
し
い
色
。

鵡
そ
ん
な
女
性
ら
し
い
色
彩
の
紫
が
か

享
た
襟
色
で
す
・

“払
　
富
沢
さ
ん
は
受
宕
幼
稚
園
に
勤
め

砧
て
五
年
目
に
な
る
先
生
。
子
ど
も
た

“
ち
や
周
僚
の
皆
さ
ん
が
「
や
さ
し
ぐ

鵡華
て
、
少
し
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
で
も

楚
愛
嬌
の
あ
る
先
生
」
と
評
し
て
い
ま

革準
ず
．

結
　
4
剣
道
は
一
．
一
段
”
と
聞
い
て
び
っ

鵡
く
り
。
ぞ
ん
な
剣
豪
に
は
決
し
て
見

“蔑
毒
ん
．
飽
に
テ
ニ
ス
に
夢
中
に

熱
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
ス
ポ
；
ツ
ウ

縞
ー
マ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

蘇紬
　
旅
行
、
活
花
、
演
劇
な
ど
が
趣

“
味
、
中
で
も
演
劇
で
は
、
市
内
で
も

“
数
少
な
い
演
劇
団
体
「
演
親
会
」
の

稿
オ
オ
薯
才
≦
薯
斗
斗
≦
4
斗
ー
ー
ー
斗
4
4
唾
4
斗
薯
≦
4
≦
渠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

　
　
　
　
　
　
殻
酬
贈

　
　
　
　
　
　
轟
羅
一

　
　
　
　
　
　
月
る
u
　
　
　
響

　
　
　
　
　
　
8
ひ
p
留
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
み
L
沢
　
粋

　
　
　
睡
鋤
肌
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

メ
ン
バ
ー
。
誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
脊

村
芝
居
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
脚

「
演
劇
を
始
め
て
孟
年
に
な
り
ま
す
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
押

い
ろ
ん
な
役
を
演
じ
ま
し
た
が
、
そ
脊

れ
ぞ
れ
の
人
間
に
な
れ
る
こ
と
が
演
讐

劇
の
素
晴
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
」
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

数
年
前
に
演
じ
た
“
か
あ
ち
ゃ
ん
〃
轡

　
　
　
　
イ

の
役
が
皿
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
府

い
う
婆
は
、
萢
擁
力
が
あ
っ
』

た
く
ま
し
い
男
性
」
を
現
在
は
募
集
轡

中
だ
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
胃

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

　
噂
さ
い
頃
か
ら
、
歌
や
ピ
ア
ノ
が
軒

好
き
で
選
ん
だ
職
業
が
今
の
仕
事
と
W

い
う
富
沢
さ
ん
。
　
「
子
ど
も
達
と
純
脊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

粋
な
気
持
ち
で
遊
ん
だ
時
、
最
高
に
智

充
実
し
た
も
の
を
感
じ
ま
す
。
」
と
根
皆

か
ら
の
子
ど
も
好
き
・
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮮

　
朝
顔
や
昼
顔
の
も
つ
生
き
生
き
と
轡

し
た
美
し
さ
i
夏
の
清
々
し
さ
を
W

体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
さ
せ
る
富
沢
さ
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘗

ん
。
そ
の
爽
や
か
な
笑
顔
を
い
つ
ま
鮮

で
も
持
ち
つ
づ
け
て
く
だ
さ
い
。
子
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘗

ど
も
た
ち
と
あ
な
た
の
た
め
に
。
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妻
有
の
文
化
を
育
ん
だ
人
々

　
十
目
町
市
博
物
館
、
博
物
館
友
の
会
、
十
目
町
美
術
協
会
の
共
催
で
、
　
「
妻

有
の
画
人
た
ち
展
」
が
開
か
れ
ま
す
。

　
中
魚
、
十
日
町
地
方
の
絵
画
の
あ
け
ぼ
の
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
献

に
現
れ
る
の
は
江
戸
時
代
後
半
頃
か
ら
で
す
．
そ
の
流
派
は
、
主
に
南
画
及
び

大
和
絵
系
で
、
人
物
画
、
山
水
画
、
花
鳥
画
、
仏
画
、
歴
史
画
な
ど
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
当
時
の
画
人
た
ち
の
多
く
は
、
社
会
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
な
お
描
き
と
お
し
た
そ
の
生
き
ざ
ま
に
は
興
味
を
そ
そ

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
美
意
識
は
、
床
の
間
や
屏
風
に
あ
っ
た

そ
う
し
た
絵
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
否
定
す
る
に

し
ろ
、
肯
定
す
る
に
し
ろ
、
忘
れ
去
ら
れ
た
地
方
の
画
人
た
ち
に
ふ
れ
、
妻
有

．
文
化
の
源
流
の
一
面
を
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。
郷
土
の
新
し
い
文
化
を
育
て
る
た
め
に
も
。

　
な
お
、
展
示
作
品
は
、
郡
市
内
の
物
故
画
人
五
十
四
名
、
約
一
〇
〇
点
で
す
。

十
日
町
祭
り
に
は
ど
う
ぞ
博
物
館
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
企
画
委
員

阿
部
正
明
／
田
村
順
一
／
田

村
政
治
／
二
瓶
虎
太
郎
／
半

間
博
次
／
村
山
忠
保
／
柳
宗

平
／
山
内
軍
平
／
渡
辺
賢
一

／
事
務
局
・
博
物
館

画
人
紹
介

〈
十
日
町
〉

関
ロ
雪
翁
・
関
口
町
の
人
、
宝
歴
年

　
代
生
、
天
保
五
年
没
（
84
才
）

新
井
文
圭
・
宮
ノ
下
に
住
む
、
文
化

　
年
代
生
、
明
治
一
三
年
没
（
75
才
）

渡
辺
芝
谷
・
神
明
町
に
住
む
、
文
政

　
一
一
年
生
、
明
治
三
一
二
年
没
（
73
才
）

湯
沢
雪
轡
・
原
町
の
人
、
文
政
八
年

　
生
、
明
治
三
五
年
没
（
77
才
）

根
津
東
陵
・
三
ノ
町
の
人
、
天
保
一

　
二
年
生
、
大
正
二
年
澹
（
81
才
）

樋
ロ
石
翁
・
宮
下
の
人
」
弘
化
二
年

　
生
、
明
治
四
二
年
没
（
64
才
）

佐
野
雪
窓
・
原
町
の
人
、
明
治
六
年

　
生
、
昭
和
二
五
年
没
（
77
才
）

渡
辺
寿
考
・
正
念
寺
住
職
、
明
治
七

　
年
生
、
昭
和
三
八
年
没
（
89
才
）

宮
入
黎
光
・
高
田
町
の
人
、
明
治
二

　
三
年
生
、
昭
和
三
三
年
没
（
68
才
）

関
ロ
静
山
・
諏
訪
町
の
人
、
明
治
二

　
六
年
生
、
昭
和
四
八
年
没
（
80
才
）

半
間
－
甫
・
四
ノ
町
の
人
、
明
治
三

　
二
年
生
、
昭
和
一
二
年
没
（
38
才
）

紺
野
朱
泥
・
原
町
の
人
、
大
正
二
年

　
生
、
昭
和
三
九
年
没
（
51
才
）

〈
中
条
〉

六
幽
・
中
町
の
人
、
林
興
庵
住
職
、

　
出
生
年
不
明
、
文
化
八
年
没

丹
山
・
真
浄
院
住
職
、
出
生
年
不
明

　
文
政
三
年
没

岡
田
香
雪
・
中
町
の
人
、
安
永
年
代

　
生
、
文
政
五
年
没
（
4
6
才
）

岡
田
雲
洞
・
中
町
の
人
、
享
和
二
年

　
生
、
明
治
八
年
没
（
73
才
）

田
村
梅
隻
・
下
町
の
人
、
文
化
一
二

　
年
生
、
明
治
一
四
年
没
（
66
才
）

岡
田
耕
雲
・
中
町
の
人
、
天
保
一
〇

　
年
生
、
大
正
二
年
没
（
74
才
）

岡
田
梅
墜
・
中
町
の
人
、
天
保
一
二

　
年
生
、
大
正
四
年
没
（
74
才
）

樋
ロ
梅
渓
・
背
戸
の
人
、
天
保
五
年

　
生
、
大
正
一
一
年
没
（
88
才
）

一
一
瓶
雪
嶺
・
四
目
町
の
人
、
嘉
永
六

　
年
生
、
大
正
元
年
没
（
59
才
）

藤
木
梅
僖
・
背
戸
の
人
、
安
政
六
年

　
生
、
大
正
八
年
没
（
60
才
）

阿
部
梅
洲
・
中
町
の
人
、
明
治
一
二
，

　
年
生
、
昭
和
二
年
没
（
57
才
）

樋
ロ
浩
伸
・
背
戸
の
人
、
明
治
三
〇

　
年
生
、
昭
和
五
五
年
没
（
83
才
）

橋
本
柊
園
・
新
水
の
人
、
文
化
六
年

　
生
、
明
治
二
九
年
没
（
88
才
）

〈
川
治
〉

村
山
竹
翁
・
内
後
の
人
、
文
政
年
代

　
生
、
明
治
四
〇
年
頃
没

〈
吉
田
〉

野
上
雲
鍬
・
高
島
の
人
、
天
保
九
年

　
生
、
明
治
三
九
年
没
（
68
才
）

佐
藤
三
岳
・
小
泉
の
人
、
安
政
三
年

　
生
、
昭
和
七
年
没
（
76
才
）

馬
場
貫
行
・
小
泉
の
人
、
明
治
二
七

　
年
生
、
昭
和
一
五
年
没
（
46
才
）

児
玉
東
洋
・
稲
葉
の
人
、
明
治
二
九

　
年
生
、
昭
和
五
年
没
（
34
才
）

〈
下
条
〉

黄
峰
・
広
大
寺
住
職
、
安
永
年
代
生

　
天
保
六
年
没
（
64
才
）

水
落
信
匪
・
山
際
の
人
、
慶
応
三
年

　
生
、
大
正
八
年
没
（
52
才
）

〈
千
手
〉

半
藤
逸
我
・
江
戸
よ
り
来
る
、
天
保

　
一
一
年
生
、
大
正
七
年
没
（
78
才
）

小
林
其
昔
・
中
屋
敷
の
人
、
弘
化
二

　
年
生
、
大
正
五
年
没
（
71
才
）

大
渓
雀
陵
・
栄
行
寺
住
職
、
嘉
永
五

　
年
生
、
昭
和
三
年
没
（
76
才
）

大
渓
彰
尊
・
栄
行
寺
住
職
、
明
治
一

　
四
年
生
、
昭
和
一
八
年
没
（
62
才
）

平
野
華
傳
・
東
善
寺
の
人
、
明
治
二

　
八
年
生
、
昭
和
四
六
年
没
（
76
才
）

〈
上
野
〉

渡
辺
雲
鼎
・
西
永
寺
住
職
、
文
化
年

　
代
生
、
明
治
十
四
年
没
（
73
才
）

渡
辺
南
谷
・
西
永
寺
住
職
、
文
化
年

　
代
生
、
天
保
一
五
年
没
（
28
才
）

星
名
霞
峰
・
星
名
家
の
人
、
嘉
永
二

　
年
生
、
大
正
五
年
没
（
67
才
）

渡
辺
雲
亭
・
永
徳
寺
住
職
、
嘉
永
三

　
年
生
、
大
正
一
四
年
没
（
75
才
）

〈
真
人
〉

藤
巻
囎
月
・
藤
巻
医
院
の
人
、
明
治

　
一
一
年
生
、
昭
和
一
二
年
没
（
59
才
）

〈
田
沢
〉

井
之
川
桂
仙
・
桂
の
人
、
明
治
二
九

　
年
生
、
昭
和
四
五
年
没
（
74
才
）

井
之
川
知
白
・
如
来
寺
の
人
、
明
治

　
三
五
年
生
、
昭
和
八
年
没
（
31
才
）

〈
中
深
見
V

桑
原
楳
香
・
田
代
の
人
、
明
治
七
年

生
、
昭
和
三
〇
年
没
（
81
才
）

〈
下
船
渡
〉

宮
沢
神
泉
・
卯
ノ
木
の
人
、
明
治
三

　
二
年
生
、
昭
和
三
一
二
年
没
（
59
才
）

〈
秋
成
〉

桑
原
静
山
・
反
り
口
の
人
、
明
治
二

　
二
年
生
、
昭
和
四
八
年
没
（
84
才
）

〈
上
郷
〉

津
端
北
洲
・
上
野
の
人
、
慶
応
三
年

　
生
、
昭
和
一
八
年
没
（
76
才
）

山
本
昇
山
・
上
野
の
人
、
安
政
二
年

　
生
、
昭
和
八
年
没
（
78
才
）

中
島
啓
芳
・
大
井
平
の
人
、
慶
応
元

　
年
生
、
昭
和
七
年
没
（
67
才
）

江
村
樵
亭
・
大
井
平
の
人
、
明
治
三

　
〇
年
生
、
昭
和
三
五
年
没
（
63
才
）

〈
外
丸
〉

津
端
藍
亭
・
外
丸
本
村
の
人
、
江
戸

　
末
期
生
、
明
治
二
四
年
没

津
端
道
彦
・
外
丸
本
村
の
人
、
明
治

　
元
年
生
、
昭
和
一
三
年
没
く
70
才
）

当
日
画
人
資
料
頒
布
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　　終戦当時の

　　引揚者の皆さんへ

　税関では、お預かりしている次の通

貨、証券などをお返ししています．

　◎終戦後、外地から引揚げてこられ

た方が、上陸港の税関、海運局に預け

られた通貨、証券など．

　◎外地の集結地において総領事館な

どに預けられた証券などのうち日本に

送還されたもの。

　返還の申し出は、ご本人ばかりでな

く、ご家族の方でも結構です。お心あ

たりの方は、上陸港を所轄する税関か

新潟税関支署（新潟市竜ケ島町1－5

盈0252－44－9312番）へ。

　　ダム放流
　国鉄信濃川発電所では、次の日程で、

ダムの水を放流します。放流開始前に、

サイレンを鳴らし、スピーカーでお知

らせしますが、十分ご注意ください。

日時　●8月28日午後5時～8月29目

　午前5時

　・8月29目午後5時～8月30日午前

　　5時

　　市民観望会
吉田地区

8月20目　吉田地区公民館

水沢地区

8月24日　土市駅脇広場

　時間は、いずれも夜7時半から9時

までです．参加ご希望のかたは直接会

場においでください、お問い合せは南

雲敏夫さん（歴02576－8－3830番〉へ。

お
知
ら
せ
■

お
知
ら
せ
・

お
知
ら
鮭

手話講習会開催

　十日町手話サークルでは、昨年に引き

続き手話講習会を開催します。現在、市

内には約150人の聴覚障害をもつ人がいま

すが、聴覚障害をもっ人と手話で話せる

ようになってみませんか．あなた自身に

も新しい可能性が生まれるはずです。

期日　9月、10月の毎週水、土曜日　夜

7時～9時

　（9月15日、10月9日、16日はf木言薄）

会場　十日町市公民館

参加費　1，500円．（テキスト代）

テキスト　rわたしたちの手話1、H」

「手話テキスト」

申し込み　葉書に住所、氏名、年齢、職

業、テキスト購入の有無（テキスト名）

を記入し、市内本町6－1　県職員寮

志賀博さんまで

お問い合せは、市社会福祉事務所援護係

（E7～3111番内線214）へ．

行政書士試験実施

　行政書士試験が次の日程で行われます。

試験日　10月3日（日）

試験場　宮浦中学校（新潟市）

受付期間　8月16日（月）から9月3日
（金）

受験手数料　3，500円

申し込み・問い合せ　県庁内総務部地方

課行政係（新潟市学校町通1番町602

盈0252－23－5511番）へ。

お
知
ら
せ

お
知
・
ら
せ

お
知
ら
謹

昭和57年8月10日

市民芸能祭参加団体募集
　　　　　　　　（秋の部）

　市民芸能祭秋の部の参加団体を、次

の要項により募集します。

　文化・芸術の秋に、日頃の成果を発

表しませんか。

対象　民踊（謡）、詩吟、演劇など市

民会館ホールで発表できる市内のアマ

チュァ団体グルーフo。

発表の日　次の日のいずれか1日。演

劇を除いて時間は1団体20分程度です

　10月15日（金）、23日（土）、29日

（金）、11月6日（土）、13日（土）

申し込み　8月31日までに市公民館本

館、または各地区公民館に申し込んで

ください。

　詳細は、公民館事業係（奮7－5011
番）へ。

消防官募集
　　　　　　一東京消防庁一

　東京消防庁では、来春採用の消防官

を次のとおり募集しています。

受験資格　昭和28年4月2日から40年

4月1日までに生まれた男子

申込み　9月10日～15日（消印有効）

試験日　10日6日

詳細問い合せ　東京消防庁人事部人事

課採用係（千代田区大手町1－3－5

漕03－212－2111番内線4435）へ．

’響伽聯聯伽櫛伽伽卿聯伽聯伽聯伽伽櫛伽伽伽齢伽伽伽喫

§　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§

ll8月15日は戦没者を追悼1
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

iし平和を祈念する日です。1
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§

i正午には市民全員が黙と1
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§．
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
萎うしましょう。　　　　　1
§　　　　　　　　　　　　　　　　　§
§　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
蜘轍聯櫛伽聯伽㈱陥伽聯櫛伽聯伽㈱聯聯伽伽櫛伽伽伽繭

織
　
△
を
難
簸
難
翻

　
十
日
町
陸
協
駅
伝
部
は
”
走
る
”
　
ん
。
各
自
の
マ
イ
ペ
ー
ス
で
す
．
ぜ

こ
と
が
根
っ
か
ら
好
き
な
者
の
集
ま
　
ひ
一
緒
に
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

り
で
す
。
ク
ラ
ブ
員
は
約
二
十
人
．
　
　
ご
連
絡
は
大
久
保
善
雄
（
新
座
第

目
標
と
す
る
大
会
は
主
に
春
の
信
　
　
一
、
盈
七
－
八
六
三
八
番
）
へ
。

〈
グ
ル
ー
プ
紹
介
〉

十
日
町
陸
協
駅
伝
部

　体育課（盈7－3111番内線275）体育館（E7－5208番）

量II川田II川1川Ill川川1川”1川川ll”II”1量II川1”1川1川ll川II川II”剛ll輿IIll””II川1川1書llII”lll”川1川IIllIlll”川1”II川lll川1””1“1川II”llII

親と子のつどい

8月22日（日）

塩之又森林運動公園

※詳細は7月25日付お知らせ

版をご覧ください．

ボランティア募集

身障者体育教室、高齢者体育

教室などのボランティァを募

集しています。

市民体育大会

9月5日（日）十高グラウン

ド（雨天の場合次週に）

　民　踊　大　会

8月20日（金）夜7時30分～

市民体育館

～おさそいあって、お気軽

　にどうぞ（内ばきを用意

　してください～



」

12）とお』厚詐3昭和57年8月10日

農
業
者
年
金
説
明
会
開
催

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
経
営
の
近

代
化
と
農
業
者
の
豊
か
な
老
後
の
生

活
を
目
ざ
し
た
経
営
主
と
後
継
者
の

た
め
の
制
度
で
す
。

　
農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
と
、
加

入
者
が
老
齢
に
な
っ
て
自
分
の
後
継

者
や
、
他
の
農
家
に
経
営
移
譲
を
し

て
農
業
経
営
か
ら
引
退
し
た
場
合
に
、

「
経
営
移
譲
年
金
『
が
六
十
歳
か
ら

終
身
支
給
さ
れ
ま
す
．
ま
た
経
営
移

譲
を
し
な
く
て
も
六
十
五
歳
以
後
は

「
農
業
者
老
齢
年
金
」
が
支
給
さ
れ

ま
す
．
な
お
、
資
格
を
喪
失
し
て
年

金
を
や
め
た
方
に
は
、
　
「
脱
退
一
時

金
」
が
支
給
さ
れ
、
不
幸
に
し
て
死

亡
し
た
場
合
に
は
遺
族
に
「
死
亡
．
一

時
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
》
国
の
法
律
で
保

証
さ
れ
た
年
金
で
す
か
ら
安
心
し
て

加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、
他
の
制
度

に
は
み
ら
れ
な
い
高
率
の
国
庫
補
助

が
あ
り
大
変
有
利
な
制
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の

日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で

も
よ
り
の
会
場
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

　
説
明
会
日
程

期
日
團

時
間

会
　
　
場

8
月
23
日
側

午
後

7
時
半
～

市
農
協
福
祉
会
館

8
月
24
日
図

中
条
地
区
公
民
館

8
月
31
日
図

下
条
地
区
公
民
館

9
月
2
日
困

水
沢
地
区
公
民
館

9
月
3
日
團

川
治
地
区
公
民
館

9
月
7
日
り
℃

吉
田
地
区
公
民
館

※
　
近
月
中
に
年
金
受
給
年
齢
に
達

ず
る
予
定
の
方
や
新
規
加
入
を
希
望

す
る
方
は
特
に
ご
参
集
く
だ
さ
い
．

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

8
月
2
3
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

泉
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
関
口

樋
口
町
、
駅
通
り
、
西
浦
町
倒

旭
町
、
稲
荷
町
1
・
西

午
後
1
時

～
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
ー

稲
荷
町
2
・
3
倒
・
4

西
本
町
2

8
月
2
4
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

西
本
町
1
、
諏
訪
町
、
神
明
町

八
幡
田
町
、
下
川
原
町

宮
下
町
園

午
後
1
時

～
午
後
3
時

保
健
セ
ン
タ
ー

学
校
町
1
・
2
、
水
野
町

若
宮
町
、
田
中
町
東
・
西

本
通
り
、
川
原
町

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い

　
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
三
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
血
圧
測
定
後
レ
ン
｝
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ヨ

時　屋外広告物講習会開催

　
屋
外
広
告
業
を
営
む

人
は
、
県
条
例
の
規
定

に
よ
っ
て
、
屋
外
広
告

物
講
習
会
修
了
者
な
ど

の
設
置
が
必
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
県
土
木
部
で
は
、
屋

外
広
告
物
に
関
し
必
要

な
知
識
を
修
得
し
て
も

ら
う
た
め
次
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
日

　
遭

難
蓼

暑

勲
麟

、
欝

f
　
／
侭
“
“

u
，
躍
，
腸
　
、

誇
－
　
　
硯

　
　
　
　
碧

　
君
1
っ

勺
ぽ
リ
自
黙
詔
壱

博
ぼ
5
し
い
ね
。

来
～
よ
蒐
ヒ
あ
O

飾謎

，
　
　
こ
2
5
　
0

　
　
ほ
ん
だ
3
う
？

　
　
　
八
月
三
十
一

　
　
　
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時

場
所
　
白
山
会
館
（
新
潟
市
）

申
し
込
み
　
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　
詳
細
は
、
十
日
町
土
木
事
務
所

（
奮
七
－
五
五
一
一
番
）
へ
。

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
八
月
十
八
日
困
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
　
中
条
八
幡
、
中
条
上
町

の
各
一
部
、
上
原
の
全
部
　
▼
八
月

；
十
四
日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
一

　
　
　
　
　
演
ギ

　
　
　
　
　
　
嚢
㊥

叩
雛
緑

　
　
葛
　
あ
ー
）
触
　
　
・
　
　
．

　
　
　
あ
ぢ
に
今
息
酬

　
　
　
　
と
乙
さ
Z
に
よ
輔
．

く
だ
さ
い
。

募
集
窓
ロ
　
目
赤
十
日
町
市
地
区

（
市
役
所
福
祉
事
務
所
内
）

募
集
期
間
　
八
月
二
十
四
日
ま
で

取
扱
品
目
　
現
金
（
品
物
は
、
恐
れ

入
り
ま
す
が
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日
赤
十
日
町
市

地
区
（
E
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

一
六
）
へ
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
島
田
会
、
昇
山
会
、
五
万
円

▼
島
田
陛
子
　
二
万
円
　
▼
海
鳥
昇 趣

㌶〔

　
　
　
　
　
　
　
、

（
巡
・

　
　
　
　
　
　
　
ハ

お
ー
⊃
　
　
　
　
・

　
　
　
　
ら
　
　
　
の

電
気
ほ
2
鳶
よ
　
　
』

こ
丸
O
山
の
中
－
・

篭
嬉

　
　
　
　
　
　
＼
挙
、

時
　
魚
ノ
田
川
、
慶
地
　
▼
九
月
六

日
㈲
　
正
午
～
午
後
四
時
　
高
田
町

五
丁
目
、
六
丁
目
、
高
山
第
三
、
第
四

の
各
一
部

九
州
地
方
集
中
豪
雨

　
　
　
　
救
援
金
募
集

　
　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
こ
の
た
び

の
未
曾
有
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
九
州
地
方
の
被
災
者
に
対

し
、
次
の
と
お
り
救
援
金
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

渥
か
い
善
意
を
お
寄
せ

ふるさとの旬の料理⑰

なます瓜の胡麻酢和え
　　　　　　　　　●調理法
●材料　　　　　　　①なます瓜は輪切にして皮
なます瓜・・一中1個　　と種子をとり、たっぶり

（ゆで上り4509）　　の湯でゆでる。箸が通る

胡麻…………509　　位になづたら冷水に入れ
砂糖……………大3　　ほぐし水洗いして軽く絞
酢・一…………大1者　　っておくQ

塩……………小1青②胡麻を妙ってよくすり、

　　　　　　　　　　調味料を加え、なます瓜
　　　　　　　　　　を入れよく和える。

ポイント

ゆでる前に皮を取ると早くゆだりしゃきっと仕上
る。

梅紫蘇ご飯
　　　　　　　　　●調理法
●材料（5人分）　　　①ご飯は普通に炊き上げる。

米一…一………5合②しその葉は細かく切り、
梅干のしその葉　　　　むらしたご飯に混ぜ合わ
（絞ったもの〉…709　　せる。

　　　　　　　　　※梅干のしその葉は、どこ
　　　　　　　　　　の家庭にもあるから、簡
単に作れてさっぱりした味で喜ばれる。

●郷土食
1年中出来るけれど夏、口のまずい時食欲が出ま
す。

しそはカルシウム、ビタミンAをたくさん含み、

しそ1009中にカルシウル220mg、ビタミンA4，800
1Vを含んでいます。（郷土料理研究会いろり会）

山
　
二
万
円
　
▼
明
石
交
通
職
員
一

同
　
四
千
二
百
九
十
七
円
　
▼
春
川

（
新
座
）
五
千
円
　
▼
庭
野
日
敬
（
東

京
都
）
五
十
万
円
　
▼
内
藤
直
義

（
控
木
）
千
円
　
▼
丸
山
平
六
（
城

之
古
）
三
万
円
　
▼
学
神
水
老
人
ク

ラ
ブ
　
ニ
千
七
百
円
　
▼
稲
荷
町
睦

会
　
千
三
百
九
十
円
　
▼
羽
根
川
荘

募
金
箱
　
千
二
百
九
十
一
円
　
▼
大

島
信
一
（
原
）
一
万
円
　
香
典
返
し

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ヘ

　
▼
郡
市
青
年
僧
侶
の
会
　
二
十
五

万
円
　
　
　

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
h
w

審
ヒ
が
2
　
品

　
O
上
新
田
…
愛
宕
神
社
の
御
輿
が

完
成
、
一
日
に
入
魂
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
（
表
紙
写
真
）

　
こ
の
御
輿
、
塗
り
と
金
具
の
工
程

を
除
い
て
、
全
て
地
区
内
の
大
工
さ

ん
や
建
具
屋
さ
ん
の
手
製
に
よ
る
も

の
で
す
．
そ
の
資
金
も
同
地
区
の
百

六
十
世
帯
の
ほ
ぼ
全
世
帯
か
ら
の
寄

付
で
ま
か
な
わ
れ
、
ま
さ
に
地
区
の

力
を
結
集
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
す
．

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
和
と
心
意
気
を

載
せ
て
、
こ
の
御
輿
が
担
が
れ
る
姿

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

■市勢／世帯数…12，105…推計人ロ48，889人（男23，903人・女24，986人）※基本台帳人ロ49，412人（7月1日現在）


